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国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096‒234‒1113( 内線106)

■
平
成
30
年
度
か
ら
国
保
税
の
税
率

　
な
ど
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
制
度
が
改
正
さ
れ
、
都
道
府
県
と
市

町
村
が
共
同
保
険
者
と
な
り
運
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
都
道
府
県
単
位
で
の
被

保
険
者
の
資
格
管
理
に
な
っ
た
り
、
保

険
証
の
有
効
期
限
が
変
更
さ
れ
る
な
ど

の
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

30
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
の
計

算
方
法
や
税
率
も
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
「
医
療
分
」
、
「
後
期
支

援
分
」
、
「
介
護
分
」
を
そ
れ
ぞ
れ
前
年

の
所
得
を
基
に
計
算
す
る
所
得
割
、
そ

の
年
の
固
定
資
産
税
額
を
基
に
計
算
す

る
資
産
割
、
被
保
険
者
数
に
応
じ
て
計

算
す
る
均
等
割
、
各
世
帯
に
掛
か
る
平

等
割
の
４
方
式
で
計
算
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
「
医
療
分
」

と
「
後
期
支
援
分
」
を
所
得
割
、
平
等

割
、
均
等
割
の
３
方
式
、
「
介
護
分
」

を
所
得
割
と
均
等
割
の
２
方
式
で
計
算

し
ま
す
。

　

税
率
に
つ
い
て
は
、
県
が
被
保
険
者

数
や
所
得
額
、
標
準
的
な
収
納
率
な
ど

を
用
い
て
計
算
す
る
標
準
保
険
税
率
を

参
考
に
町
が
決
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
算
方
法
と
税
率
の
変
更
で
世

帯
に
よ
っ
て
は
国
保
税
の
負
担
が
増
加

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
国
保
の

健
全
運
営
の
た
め
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券

　
を
発
行
し
て
い
ま
す

　

あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
な
ど
の
治

療
を
受
け
る
際
に
治
療
券
を
町
と
協
定

を
締
結
し
た
施
術
業
者
に
提
出
す
る
こ

と
で
、
１

回
の
治
療
に
対
し
１
，

０
０
０
円
が
補
助
さ
れ
る
「
あ
ん
ま
・

は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
国
保
被
保
険
者
で
治
療
券
が

必
要
な
人
は
、
被
保
険
者
証
と
印
か
ん

を
ご
準
備
の
上
、
町
住
民
生
活
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

治
療
券
は
、
１
世
帯
当
た
り
に
12
枚

（
１
枚
に
つ
き
１
，
０
０
０
円
を
補

助
）
発
行
し
、
有
効
期
限
は
翌
年
の
３

月
31
日
で
す
。

福
祉

町福祉課　TEL096‒234‒1114（内線143）　

　

福
祉
に
関
す
る
手
当
の
額
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
（
数
字
は
す
べ
て
平
成
30

年
度
の
月
額
の
手
当
額
）

●
児
童
扶
養
手
当

　

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭

（
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
）
の
生
活
の
安

定
と
自
立
の
促
進
に
役
立
て
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当

▼
対
象
児
童
が
1
人
の
と
き

・
全
額
支
給　

４
２
，
５
０
０
円　

・
一
部
支
給　

４
２
，
４
９
０
円
〜　

　

１
０
，
０
３
０
円

▼
対
象
児
童
が
2
人
の
と
き

　

１
０
�

０
４
０
円　

※
一
部
支
給
の
場
合
は
、
１
０
，
０
３
0

　

円
〜
５
，
０
２
０
円

▼
対
象
児
童
が
3
人
以
上
の
と
き

　

１
人
に
つ
き
６
，
０
２
０
円
加
算　

※
一
部
支
給
の
場
合
は
、
６
，
０
１
０

　

円
〜
３
，
０
１
０
円

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

在
宅
で
中
程
度
以
上
の
障
が
い
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
対
し
て
支
給
す
る
手
当

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級

　

５
１
，
７
０
０
円

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
2
級

　

３
４
，
４
３
０
円

●
特
別
障
害
者
手
当

　

在
宅
で
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日

常
生
活
に
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
以
上
の
人
に
対
し
て
支
給
す

る
手
当

　

２
６
，
９
４
０
円

●
障
害
児
福
祉
手
当

　

在
宅
で
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日

常
生
活
に
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
20

歳
未
満
の
人
に
対
し
て
支
給
す
る
手
当

　

１
４
，
６
５
０
円

●
経
過
的
福
祉
手
当

　

福
祉
手
当
制
度
の
廃
止
後
、
福
祉
手

当
を
受
給
し
て
い
た
も
の
（
20
歳
以

上
）
で
特
別
障
害
者
手
当
の
要
件
に
は

該
当
せ
ず
、
か
つ
障
害
基
礎
年
金
も
支

給
さ
れ
な
い
障
が
い
者
に
対
し
て
従
前

の
例
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
手
当

　

１
４
，
６
５
０
円

※
各
手
当
は
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が

　

あ
り
ま
す
。

福祉に関する手当ての
額 の 変 更 に つ い て

詳しくは町福祉課にお問い合わせください

国 民 健 康 保 険 税 の
税率などが変わります

詳しくは町住民生活課へお問い合わせください
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男
女
共
同
参
画

町教育委員会社会教育課　TEL096‒234‒2447（内線323）

■
「
さ
ん
き
ゅ
う
パ
パ
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
」
と
は
？

　

「
さ
ん
き
ゅ
う
パ
パ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
は
、
妻
の
産
後
す
ぐ
に
、
休
暇
を
取

る
男
性
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
い
う
取

り
組
み
で
す
。

　

妻
の
出
産
や
育
児
の
た
め
に
長
期
の

休
暇
は
取
り
に
く
い
と
い
う
場
合
で

も
、
１
日
か
２
日
の
休
暇
、
そ
れ
が
難

し
い
人
で
も
、
半
日
の
休
暇
な
ら
ば
取

れ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
男
性
も
そ
う
し
た
パ
パ
の
「
産
休
」

を
き
っ
か
け
に
、
自
分
の
働
き
方
を
見

直
し
、
家
事
や
育
児
の
体
験
を
通
じ
、

自
分
の
家
庭
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

か
け
が
え
の
な
い
命
の
誕
生
の
時

に
、
家
族
が
時
を
共
に
し
、
夫
婦
で
一

緒
に
子
育
て
を
始
め
、
絆
（
き
ず
な
）

を
い
っ
そ
う
深
め
る
。
「
さ
ん
き
ゅ
う

パ
パ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
、
そ
ん
な

想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
パ
パ
の
「
産
休
」
を
取
る
タ
イ
ミ

　
ン
グ
は
？

　

パ
パ
の
「
産
休
」
に
あ
た
っ
て
、
長

期
の
休
暇
は
取
れ
な
い
場
合
は
、
子
ど

も
が
生
ま
れ
る
日
や
退
院
す
る
日
、
出

生
届
け
を
出
す
日
、
ま
た
、
産
後
の
定

期
健
診
の
日
や
妻
の
体
調
が
悪
く
夫
の

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
日
な
ど
で
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
上
の
子
が
い
る
場
合
は
、

上
の
子
の
面
倒
を
パ
パ
が
み
れ
る
と
い

い
で
す
ね
。

■
さ
ん
き
ゅ
う
パ
パ
準
備
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

　
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
本
部
で
は
、

男
性
の
「
産
休
」
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
『
さ
ん
き
ゅ
う
パ
パ
準

備
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の

冊
子
で
は
、
妊
娠
中
か
ら
出
産
、
産
後

ま
で
、
女
性
は
ど
の
よ
う
な
体
や
心
の

変
化
を
経
験
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

つ
ら
さ
を
感
じ
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
理
解
す

る
助
け
に
な
り
ま
す
。

▼
さ
ん
き
ゅ
う
パ
パ
準
備
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

URL

http://w
w

w
8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/

　

etc/project/book.htm
l

パ パ が 産 休
家 族 に サ ン キ ュ ウ

～ さ ん き ゅ う パ パ プ ロ ジ ェ ク ト ～

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096‒234‒1113 （内線104）　

■
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が
必

　
要
で
す

　

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

勤
務
先
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
厚

生
年
金
か
ら
国
民
年
金
へ
の
変
更
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
勤
務
先
を

退
職
さ
れ
た
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配

偶
者
の
方
や
、
収
入
が
増
加
し
た
こ
と

で
扶
養
か
ら
外
れ
た
配
偶
者
の
方
も
、

国
民
年
金
へ
の
切
り
替
え
手
続
き
が
必

要
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
20
歳
に
な
ら
れ

た
学
生
の
方
も
届
出
が
必
要
で
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
、

１
６
，
３
４
０
円
（
月
額
）
で
す
。

　

こ
の
定
額
料
に
、
毎
月
４
０
０
円
の

付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス
し
て
納
め
る
こ

と
で
、
将
来
受
給
す
る
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
※
付
加
年
金

の
加
入
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
）

ま
た
、
２
年
分
、
１
年
分
、
６
カ
月
分

を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
前
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。
前
納
す
る
と
、
割
引
が
適

用
さ
れ
る
の
で
お
得
で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
期
限
は
、
納
付
対
象

月
の
翌
月
末
日
で
す
。
納
付
期
限
ま
で

に
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
万
が
一
の

と
き
に
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
、
所
得
が
一
般
的
に
少

な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下

の
場
合
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
老
後
の
受
け
取
り

だ
け
で
な
く
、
万
が
一
け
が
や
病
気
な

ど
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
、
保
障
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

納
付
が
で
き
な
い
方
は
、
学
生
納
付
特

例
制
度
の
申
請
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

承
認
期
間
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
で
、
２
年
１
か
月
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
年

金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
計

算
さ
れ
ま
す
が
、
金
額
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
で
き
る
追
納
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を

増
や
す
た
め
に
、
追
納
を
お
勧
め
し
ま

す
。
申
請
に
は
、
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書
が
必
要
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４


